
平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ａ校）-1 

２（3）授業の質的改善のプロセス 

ア Ａ校（第４学年）の実践  

(ｱ)  手引きを活用した授業の質的改善の推移 

２（2）授業の見直しと質的改善を図るための手立てに沿って，実際に授業の質的改善を図ったＡ校第

４学年の実践を紹介します。まず，チェックリスト（図１）で改善をどこから始めるか決めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ チェックリスト 

 

さあ，授業改善のスタートだ。 

まずは，簡単なチェック！ 

自分のスタートラインはどこ

だろう？クリックしよう。 

注意：画像はイメージです。リンクしていません。 ✔ 
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指示された「手引き」のページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級全体と抽出児（図１）の分析を基に，三つの資質・能力「知識及び技能」，「思考力，判断力，表

現力等」，「学びに向かう力，人間性等」が身に付いたのかどうかを検証しました。検証においては，新

しい評価の３つの観点に沿って分析・考察します。ただし，「知識・技能」は，現行の評価の観点「社会

的事象についての知識・理解」と「観察・資料活用の技能」として，「主体的に学習に取り組む態度」は，

現行の評価の観点「社会的事象への関心・意欲・態度」とほぼ同じと捉えて，評価・分析することにし

ました（表１）。 

 

L児 

 社会的事象への関心はさほど高く

はないが，知識は豊富である。話合

いなどでは進んで発言をし，友達

の意見を参考にしながら，自分の

考えを表現することができる。 

図１ 抽出児のプロフィール 

 

表１ 新学習指導要領と現行の学習指導要領の評価の観点 

新学習指導要領 現行の学習指導要領 

知識・技能 
社会的事象についての知識・理解 

観察・資料活用の技能 

思考・判断・表現 社会的な思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 社会的事象への関心・意欲・態度 

 

（１）から順番に 

チェックしよう。 
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【実践１】６月～７月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「水はどこから」 

目指す姿（主体的に学習に取り組む態度） 

社会的事象について，実感や切実感をもって調べたり考えたり，話し合ったりすることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料提示の工夫（資料の一部を隠すなど）を行う。（Ａ②） 

 

以下のような児童の様子が見られた（授業ビデオによる分析）。 

・資料提示の工夫を行ったことで，水道水が蛇口から出てくるまでの過程について，児童が疑問や予想

を口々につぶやく姿を見ることができた。 

・ペアで，疑問や予想を活発に伝え合う姿を見ることができた。 

【考察】 〇・・・成果，●・・・課題 

〇資料提示の工夫を行うことで，児童からたくさんの疑問や予想を引き出すことができた。 

●導入においてもたせた社会的事象に対する実感や切実感を継続させていくには，毎時間学習問題を意

識させることが必要である。 

 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を関連付けて（つなげて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

調べた内容について，問い返して，事実を相互に関連付けて考えさせる。（Ｃ⑫） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 水をきれいにする仕組みについて，「場所（施設）」「方法・手順」「人の働き・思い」の視点を全

て関連付けて，記述している。【７名】 

Ｂ 水をきれいにする仕組みについて，「場所（施設）」「方法・手順」「人の働き・思い」のうち２つ

の視点を関連付けて，記述している。【６名】 

Ｃ Ｂに達していない。【９名】 

【抽出児の記述】   

場所は浄水場で知りました。方法は，①取水口で水を取って，②かっせい炭③ちょうせい地④ちんでん池⑤ろか地⑥え

んそ注入⑦配水池 

④ちんでん池では，固まりになったごみを沈めます。人の働き・思いは，24 時間休みなく水をつくるということが分かりまし

た。 

【考察】 

「場所（施設）」「方法・手順」「人の働き・思い」の視点を関連付けながら記述をさせたが，Ｌ児のよ

うに調べた事実を羅列的に記述しただけの評価Ⅽの児童が９名いた。次の単元では，対話的な活動を取

り入れ，事実相互のつながりを意識させるために，Ｃ⑪の手立て「調べた内容をペアやグループで伝え

合わせ，確認する」を取り入れたい。 

 



平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ａ校）-5 

目指す姿（技能） 

その資料がどのような資料か分かっている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料（写真，教科書等の文章等）を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせる。

（Ｃ⑥） 

教師が指示した資料で調べさせる。（Ｃ⑦） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 資料から分かる事実に意味付けをして記述している。【10名】 

Ｂ 資料から分かる事実のみを記述している。【10名】 

Ｃ Ｂに達していない。【２名】 

【抽出児の記述】 

300 リットルとか，とてもたくさん水を使っていると思いました。平成 19年度が一番使っています。 

【考察】 

資料を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせたことで，Ⅼ児のように資料

の意味を理解して読み取った児童が増えてきた。成果が少しずつ出ていると判断したため，今後も継

続して取り組んでいく。 

 

目指す姿（思考・判断・表現） 

資料を基に疑問をもつことができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料提示の工夫（資料の一部を隠すなど）を行う。（Ａ②） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 資料を基に水をきれいにする方法に加え，「場所」や「関わる人」の視点をもって疑問を記述してい

る。【５名】 

Ｂ 資料を基に水をきれいにする方法について疑問を記述している。【15名】 

Ｃ Ｂに達していない。【２名】 

【抽出児の記述】 

ごみとか落ち葉が入っていないから，どうやってごみを取り除いているのか。 

【考察】 

約９割の児童が資料を基に疑問をもつことができたが，Ⅼ児のように，水をきれいにする方法につ

いてのみ疑問をもつ児童が多かった。資料提示の工夫は効果が出ていると考えられるが，様々な追究

の視点で疑問をもたせるまでには至っていない。授業者は，本単元における追究の視点を更に意識し

て資料提示の工夫を行う必要がある。 
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６月～７月の実践を終え，チェックリストで１学期の実践を振り返りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示された「手引き」のページ 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 
✔ 
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【実践２】９月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

…現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「ごみのしょりとその利用」 

目指す姿（主体的に学習に取り組む態度） 

今調べたり考えたりしていることが，学習問題の解決のためにどのようにつながっているのか理解して

いる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

学習問題について，学習課題（本時のめあて）とのつながりを意識して記述させる。（Ｃ⑬） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 学習した内容が学習問題を解決させるためにどのようにつながっているのかを意識し，今後何を調

べるとよいかを適切に記述している。【１名】 

Ｂ 学習した内容が学習問題を解決させるためにどのようにつながっているのかを意識し，今後何を調

べるとよいかを記述している。【８名】 

Ｃ Ｂに達していない。【15名】 

【抽出児の記述】 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【考察】 

振り返りにおいて，「今後調べる内容を記述する」ことを十分に意識させることができなかった。Ⅼ

児のように，本時の振り返りを記述はしているのだが，学習問題とのつながりを意識して今後調べるこ

とを十分に記述できていない児童が多かった。振り返りを書くワークシートに「今後調べること」とい

う欄を設けることや，振り返りを促す際に「分かっていないことは何ですか」と具体的に発問すること

で，児童は学習問題を意識しながら，追究活動を行っていくと考える。今後も，Ｃ⑬の手立てを継続し

て取り入れていくが，ワークシートの工夫を図ったり，発問を工夫したりしていきたい。 

 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を関連付けて（つなげて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

調べた内容をペアやグループで伝え合わせ，確認する。（Ｃ⑪） 

本時の振り返りのみ 

本時の振り返りに加え，

次時調べること 



平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ａ校）-9 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＢ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

（※指導に生かすための形成的な評価をしている。また児童のつぶやきや発言などから，「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断できた児童に関しては，記録に残し，単元における総括の評価の参考とする。） 

Ｂ 分別したごみの処理や再利用について，「仕組み」「人々の協力」の視点を関連付けて，記述してい

る。【６名】 

Ｃ Ｂに達していない。【15名】 

【抽出児の記述】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

Ⅼ児のように，ごみ処理の「仕組み」については記述しているが「人々の協力」という視点を関連付け

て記述していない児童が多数を占めていた。「人々の協力」という視点を意識させるために，まとめを

させる際には，（手引きには指示がされていないが）Ｄ⑩の手立て「まとめ方に関する判定基準を示う」，

Ｄ⑪の手立て「掲示物を活用し，これまでの学習を振り返らせる」が必要であった。また，様々な人々

がごみの処理に関わっている事実を確認し，実感をもたせる必要もあった。 

 

目指す姿（思考・判断・表現） 

学習問題を解決させるために，何をどのような方法で調べるとよいか，具体的に考えることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

学習問題の解決のために何を調べるとよいのか調べる方法を考えさせる。（Ｂ③） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 学習問題を解決させるために，何をどのような方法で調べるとよいか適切に記述している。【14名】 

Ｂ 学習問題を解決させるために，何をどのような方法で調べるとよいか記述している。【２名】 

Ｃ Ｂに達していない。【８名】 
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【抽出児の記述】 

   …調べる内容と方法が適切に 

    関連付いているもの 

【考察】 

全体の約７割の児童が，Ⅼ児のように学習問題解決のための方法を記述することができていた。Ⅼ児

の記述を見ると，調べる内容と調べる方法が適切に結び付いていることが分かる。何をどのような方法

で調べるとよいのか，具体的に考えることができていることが分かる。しかし，何も記述できていない

児童が８名いるので，具体的な調べる方法の例を示しながら，考えさせていくことも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ａ校）-11 

【実践３】10月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「特色のある地域と私たちのくらし」 

目指す姿（主体的に学習に取り組む態度） 

今調べたり考えたりしていることが，学習問題の解決のためにどのようにつながっているか理解して

いる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

学習問題について，学習課題（本時のめあて）とのつながりを意識して記述させる。（Ｃ⑬） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 学習した内容が学習問題を解決させるためにどのようにつながっているのかを意識し，今後何を調

べるとよいかを適切に記述している。【19名】  

Ｂ 学習した内容が学習問題を解決させるためにどのようにつながっているのかを意識し，今後何を調

べるとよいかを記述している。【３名】 

Ｃ Ｂに達していない。【２名】 

【抽出児の記述】 

有田焼を作った人が外国人と知り，びっくりしました。今度は，つくり方について知りたいです。 

【考察】  

振り返りカードに「学習問題の解決につながること」と「これから知りたいこと」という欄を設ける

ことで，Ⅼ児のように，学習した内容と学習問題を関係付けながら振り返りを行い，次時以降に何を調

べるとよいか適切に記述している児童が増えた。継続して取り入れてきたＣ⑬の手だてが効果的に機能

していると考える。 

 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を関連付けて（つなげて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

まとめ方に関する判定基準を示す。（Ｄ⑩） 

掲示物を活用し，これまでの学習を振り返らせる。（Ｄ⑪） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※欠席：１名 

Ａ 有田焼について，「れきし」「つくり方」の視点を関連付けて，記述している。【０名】 

Ｂ 有田焼について，「れきし」「つくり方」の視点をもって記述している。【22名】 

Ｃ Ｂに達していない。【１名】 

【抽出児の記述】欠席のため，データなし 

【考察】 

まとめる活動の前に，評価の判定基準として「れきし」「つくり方」の２つの視点で考え記述するこ

とを伝えた。さらに，単元の学習を通して学習問題と学習計画を常に教室掲示し，キーワードとして意

識させていたこともあり，ほぼ全ての児童が２つの視点で記述することができていた。しかし，「れき

し」「つくり方」の２つの視点を関連付けて記述した児童はいなかった。 
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目指す姿（思考・判断・表現） 

キーワード（問い）を関連付けて，大きな問いをつくることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

気付きや疑問を教師が意識的に仲間（キーワード）分けして板書する。（Ａ④） 

調べていきたいことを学習問題として書かせる。（Ａ⑧） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 資料から気付きや疑問をもち，「つくり方」と「れきし」の両方を追究できるような学習問題を記

述している。【７名】 

Ｂ 資料から気付きや疑問をもち，「つくり方」と「れきし」のどちらか１つを追究できるような学習

問題を記述している。【14名】 

Ｃ Ｂに達していない。【３名】 

【抽出児の記述】 

有田焼はなぜ有名なのか調べよう。 

【考察】 

24名中 21名が，資料から気付きや疑問をもち，「つくり方」と「れきし」のどちらか，または両方を

追究できるような学習問題を記述することができた。しかし，両方から追究できるように設定した児童

は７名であったことから十分に達成できていないと考える。Ａ④の手立てを取り入れ，児童の気付きや

疑問を「つくり方」と「れきし」というキーワードで仲間分けをして板書したのだが，児童に追究の視

点として意識させることができなかった。次単元では，キーワードに着目させ，自分たちの疑問を解決

するための大きな問いが学習問題であることを確認する。 

 

目指す姿（思考・判断・表現） 

学習問題を解決させるために，何をどのような方法で調べるとよいか，具体的に考えることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

学習問題の解決のために何を調べるとよいのか調べる方法を考えさせる。（Ｂ③） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 学習問題を解決させるために，何をどのような方法で調べるとよいか適切に記述することができて

いる。【18名】 

Ｂ 学習問題を解決させるために，何をどのような方法で調べるとよいか記述することができている。

【４名】 

Ｃ Ｂに達していない。【２名】 
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【抽出児の記述】 

…調べる内容と方法が適切に 

   関連付いているもの 

【考察】 

前単元「ごみの処理とその利用」の学習計画表を提示し，単元全体の学習を振り返らせた。その後

に，本単元の学習について，学習問題を解決するための調べる方法を考えさせた。Ⅼ児のように，調

べる内容と方法を適切に記述した児童が 24名中 18名いた。単元の学習に対して見通しをもつことが

できたと考える。単元の学習課題把握の場面におけるＢ③の手立ては今後も継続して取り入れていき

たい。 
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【実践４】11月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「特色のある地域と私たちのくらし」 

目指す姿（思考・判断・表現） 

キーワード(問い)を関連付けて，大きな問いを作ることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

気付きや疑問を教師が意識的に仲間（キーワード）分けして板書する。（Ａ④） 

キーワード（問い）に着目させ，自分たちの疑問を解決させるための大きな問いが学習問題であること

を確認する。（☆手引きに掲載していない手立て） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 資料から気付きや疑問をもち，「取り組み」と「思い」の両方を追究できるような学習問題を記述して

いる。【21名】 

Ｂ 資料から気付きや疑問をもち，「取り組み」と「思い」のどちらか１つを追究できるような学習問題を記

述している。【３名】 

Ｃ Ｂに達していない。【１名】 

【抽出児の記述】 

有田焼のまちづくりや観光は，どんな思いでサンタとかかざりをつけているのか。 

【考察】  

10月実践に比べると，Ⅼ児のように，追究の視点に関わるキーワードを盛り込み学習問題を記述する

ことができた児童の割合が増えた。Ａ④の手立てに加え，２つのキーワードに着目させ，このキーワー

ドは児童の気付きや疑問を基にしていること，疑問を解決する大きな問題が学習問題であることを確認

した。また，学習問題を記述させる前に２つのキーワードに着目して記述するように伝えたことで，２

つのキーワードを追究の視点として捉え，学習問題として記述できた児童の割合が増えたと考える。 
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【実践５】12月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …目指す児童の姿    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て  

 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ ✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
✔ 

✔ 
✔ 

✔ 
✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「郷土の発展に尽くす」 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を関連付けて（つなげて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

まとめ方に関する判定基準を示す。（Ｄ⑩） 

掲示物を活用し，これまでの学習を振り返らせる。（Ｄ⑪） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※欠席：２名 

Ａ 吉村新兵衛とその子孫について，「思い」「歴史」「お茶づくり」の３つの視点を関連付けて，記述し

ている。【14名】 

Ｂ 吉村新兵衛とその子孫について，「思い」「歴史」「お茶づくり」のいずれかの視点をもって記述し

ている。【９名】 

Ｃ Ｂに達していない。【０名】 

【抽出児の記述】 

新兵衛さんは，白石に生まれお仕事で皿屋谷に来て失敗して切腹しなければならなくなった。だが，父親と祖ふが良

いことをしたのでまぬがれた。恩を感じた新兵衛さんは，恩返しのためにしっかりやるぞとお茶づくりに取り組んだ。でも，そ

こは山なので，自ら切り開いて，荒れ地をたがやした。そして，種をまいて育てた。新兵衛の子孫たちは，さらにお茶づくり

を広げていった。 

【考察】  

「個別の具体的な知識に関する内容を関連付けて（つなげて）考える」ということを意識することが

できるように，「関係のある内容をつなげて書くことができたら合格です」とまとめ方に関する判定基

準を伝えた。また，掲示物に着目させて，これまでの学習を振り返らせた。Ｌ児の記述を読むと，「恩返

しのためにしっかりやるぞ（思い）」「誕生～お茶づくり～子孫の取り組み（歴史）」「荒れ地の開墾～種

まき（お茶づくり）」を関連付けながら，記述していることが分かる。Ⅼ児のように，「思い」「歴史」 

「お茶づくり」の３つの視点を関連付けて記述することができた児童が半数以上いた。 

また，手引きには指示がされていなかったが，これまで継続して取り入れてきたＤ⑩の手立ての成果

が出ていると判断した。個別の具体的な知識に関する内容を関連付けて（つなげて）記述させる上で，

Ｄ⑩の手立ては効果的だと考え，手引きに追加することにした。 

 

目指す姿（技能） 

その資料がどのような資料か分かっている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料（写真，教科書等の文章等）を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせる。

（Ｃ⑥） 

教師が指示した資料で調べさせる。（Ｃ⑦） 
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児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 資料から分かる事実に意味付けをして記述している。【17名】 

Ｂ 資料から分かる事実のみを記述している。【６名】 

Ｃ Ｂに達していない。【２名】 

【抽出児の記述】 

茶畑と田の広さがちがう。茶畑が広いということは，お茶づくりがさかんだということ。 

【考察】 

児童に提示する資料の数を限定して示した。また，円グラフ「学校周りの田畑の割合」を示し，単位

や見方を確認した後，どのようなことが分かるのか書くように伝えた。Ｌ児の記述を読むと，資料から

「茶畑が広い」ということを読み取るだけでなく，広いということはお茶づくりが盛んであるというよ

うに，意味付けをしていることが分かる。このような資料の読み取りができた児童が全体の６割以上い

た。Ｃ⑥とＣ⑦の手立てが，資料の読み取りにおいて有効であることが分かった。 

 

 

1月実践へ 
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研究委員の振り返り 

資料１と資料２は，Ａ校第４学年において授業の質的改善に取り組まれたＡ先生の手引きです。質的改

善に取り組みながら，児童ができるようになったことが増え（資料１），教師が取り入れた手立てが増えて

いることが分かります（資料２）。学習過程「課題把握（動機付け）」を中心に，授業の質的改善に取り組

みながら，自身の授業力を高めていかれたと思います。児童に力を付けることと教師自身の指導力を高め

ることは表裏一体と言えるでしょう。 

Ａ先生は，９月以降の実践において，手引きに掲載している手立てをそのまま取り入れるだけでなく，

児童の実態に応じて手立てが更に機能するような細かな手立ても同時に取り入れていました（16頁参照）。

またＡ先生は，９月から手引きで指示されていない手立てを継続して取り組み（９頁参照），12月に児童の

姿を基に手立ての有効性を実証することで，手引きの手立てについて修正を図ることができました（18頁

参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ Ａ先生が実際に使用した手引き（資質・能力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ Ａ先生が実際に使用した手引き（手立て） 

※資料１と資料２は今年度の研究当初のものです。質的改善の推移は，修正を図ったものを基に示しています。 
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最後に全６回の研究委員会を終え，６月から 11 月までの質的改善の日々を振り返ったＡ先生の記述を

紹介します。 

 

 

 

 

 

「ふだんの授業の不断の改善」という教師として基

本的な仕事について改めて深く学ぶことができまし

た。日々少しずつ自分の手立てで子供たちが変化して

いくすばらしさを味わうことができ，自分の自信につ

ながりました。今後も慢心することなく，ふだんの授業

の不断の見直しに取り組めるように努力します！ 

 


